
？

に
は、
も
っ
と
ア
カ
デ
ミ
7
ク
な
仕
事
に
集
中
し
て

一

ほ
し
い
と
い
う

希
望
が
あ
る
が、
私
は
必
ず
し
も
そ

「

うは
忽わ
ない 。
現
笑的
な
政
策
的
活
励
分
野の
方

一

が
真
価が
発
仰で
き
る
で
は
ない
か
｜｜

そ
ん
な
気

一

が
ヂ
る 。

一
’

e
ハ
ードルを越えて

間一
…

ω
制

緩山肢を
か
て
み
よ
う J

昭
和
十
年一
月二
十日 、

山一
…
ノ・

一

im

山
知
県
生ま
れ 。
父は
小
地
主 。
裁
判
所につ
と
め

bo ，一
「
l

て
い
た
が 、
昭
和
二
十
年
フ
ィP
ピ
ン
で

発
そ

欠
点
は
7

11

・

し
て

州民地
改
本 。

戦後
の
混
乱
は
惟
も
が
経
験
し
た

イブシ銀
； ・

ff－附
・

・
’

「
強
い
てい
え
ば 、
地
味
で 、
派
手
さ
不足
と
いう
もの
だ
と
は
いえ 、
夫を
失っ
た母
親
と
十
泌
を一政

げリ
…

制
誌の
あい
だで
は
務者と
し
ての
公文
俊
平
と
と
ろか 。
そ
れに
3く
もの
が
少し
む
ず
か
し ．
と
す
る
子
供四
人の
家
隠に
とっ
て
生
泣
き
r

ht
叩
の

人
気は
向
い 。
ひ
と
た
び
仕
市
上
の
付き
合
い
が ・
い」・

・ ．

．

 
・

か
っ
た 。
し
か
も 、
そ
の
中
で 、
長
男
の
彼
は一
門家

i
－

 

ζ
Ji

一で
きる
と 、
たい
がいヘ
フ
ァ
ンに
なる
よ
うで
あ

・「呉
市
回
す
ぎて
而白
山怖に
欠
け
る」

の
文
肢で
な
け
れ
ば
な
ら
な
かっ
た 。
と
うし
た
坊

t

す。
何

人
か
の
制

舎
に
公
文
相机
を
き
い
て
み
た 。 ．

今
後
の
可
能
性
は

？｜

過
と

体
験
が 、
彼
の
思
考
を
マ
ル
ク
ス
主
義
に
近
づ－

h

…
「

人
柄 日か
い
い 。
約
束
は
き
ち
ん
と

守っ
て
く
れ

可
地
味
で
竪
笑
で
本
格
派
的
な
と
ζ
ろ
が 、
と
れ
か

け
た 。

，d
…る 。
そ
れでい
て
H原

稿
料
が
安いd
など
と
き
び
らの
時
代に
受
け
るの
で
は
ない
か」

e

’
B
昭
和二
十八
年
器、，

高
知
県の
名
門校 、
土
佐
高

可
liJ
…

し
い
と
と
は
絶
対
に
い
わ
な
い 。
親
切
で、
綱
相持
者

「
公
文
さ
ん
の
持
ち
味
は
イ
プ
シ
銀 。
余
ピ
カ
に
は

卒 。
同
時
に東
大
教
養
学
部
文
ー
に
入
学 。
マ
ル
ク

：

 

h
f
廿－

…
を
対
等
な

人間
と
じ
て
放
っ
て
く
れ
る」

・

な
れ
な
い
し 、
ま
た
な
ら
な
い
方
が
い
い 。
本
格
的

ス
経
済
学
の
勉
強
を
志
ざ
す 。
当
時
は
「戦
後
進
歩

F
ぷ
動・

一
「
や
は
り

人
柄。
京
大
数
授
の
な
かに
は
気
取
っ
た

な
務
作
に・取
り
組
ん
で
ほ
し
い 。
政
治
に
深
入
V
し

思
想」
が
抑制
や
か
な
時
代
で 、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者

／

山
り戚

吸
っ
た
り

す
る

人
が
か
な
り
い
3
4m、
公
文
さ

な
い
方
が
い
い
」

．
，

，
・

へ
の道
は 、
文
科
系
秀
才
の
一
種
の
E
P
l
ト
コ
1

r
yEy
…
ん
は狼裂が
な
く
減蹴だ」

．
円以近
の
活動
を
外野か
ら
み
る
と・ 、
政
治
的
・政
ス
に
な
っ

て
い
た 。

f，
1…
「
謀
議
か
だ。
ハ
ッ
タF
が
なく 、－
度
引き
鎖的
な
凶で
の
誌
が目立
つ。

白’
・
昭
和三
十
二
年
経
済
学部
案 。
大
学院へ
地
学

〆
げ

…
受けて
も
らっ
た
ら 、
も
う

安心
だ 。
手の
が
か
ら

活
動の
主
な
郷ム闘
を
研
究
窓の
外
側へ
移し
た
か

．心 、
中
野
正 、
玉野
井
芳
郎らの
指
導を
うけ
る 。

…
な
い約
者
だ」

の
ようで
あ
る 。
と
の点
に川町
し
て 、
細集者の
中
昭
和
三
十七
年か
ら三
年間 、
米
イ
ン
ジ
ア
ナ
ズ

…
学
大件
反
｛
語
学部）
お
よ
び
ソ
述
東
欧
研究
所仁

力
作を
著してい
る。『
転換
期の
枇
在
高校
社、

迷路（伺京外語大政
き、
中
窓
銭
安外大教佼）
一

…
留
学。
主
と
し
てト

経
済
休
制
愉
に
取
り
組
む。
ζ．

昭
和五
十
三
缶、
『社
会
シ
ス
テ
ム
論』
（
日
本
純
草加

も
い
る。

．

－

e
・

一
の
問、
独・刀
でマ
ル
クス
主
義を
卒
業 。
昭
和凶
十

聞社 、
附
和五十三
年） 、吋
文
明と
じ〈
の
イエ
社会』
一

じれ
らの
ま定
共通
寸
るの

壮、
① 一
和

十
年

．

r－U 1

占拠
大
教
養
学
部
助
手
に
叫
投出
す
る
た
め
仰
問 。・

〈
議申 、
中
央
公
治
社 、
昭
和
五
十
四
年）
な
ど
で
あ

前
後
の
生
ま

れ
で 、
同
じ
時
代
に
似
た
よ
う

た
ぷ

連

・

…1
十一炉経
済
学
の
却
任湖町
四
十
二
年
双
大
助

る 。
い
ず
れ
も既
存の社会
科
学の政
治
的林
組
ム

ル活
を送
っ
た
と
と 、
＠附
和
二
十
年
代
後
半
か
ら

…
削叫足。 ．

4
－

を突破
し
よう
と
する意欲
的
な試み
であ
る 。

＝
干年
代
前
半
に
か
け
て
ガル
ク
ス
主将
を
体政

一さ
ら
にと
の
年か
らカ
ドル
トン

大学
経
済
戸川砂

川

一

ぺ

し 、
昭
和
三
十
年
代
後
半に
臼
分の
力でζ
れ
を
克
0

・

…
作目
見渡
と
し
て
カ
ナ
ダ
にMM
か
れ
る 。
大
ド
桁

新現
実
派

．
．
．、
φ
胤し
て
い
るζ
と 、
＠理
想、
ィデ
オ
ロ

年
lの限

－

r
uu
恥
帰
国する
が
四
十六
年
ま
で
削
犯
す

社
会
科学の
総合
化
を
め
ざ
す研山%は
指
定
的

界を休昨秋
的に
知っ
て
お
り・ベ

非WIJ
1
A

！
日

…
レ
シし
の
川川一
社
会
シ
ス
テ
ム
刷出
愉
に
取
り
組
む 。
凹

逃
し
て
い
く
よ
う
に
み
え
た
が、
し
か
し 、
彼
は
研
白
軟
な
思
考一段
式
を
も
っ
て
い
る
ζ
とパ
包
政

叶
が
幻

＼

…十
八
MV
羽
際
関
係
論
に
移
り 、
経
済
学
の
枠
色
突
破

究
室
で
の
ア
ヵ・
デ
ミ
7

ク
な
位。
に
と

J
ま
っ

て
い

き
で 、

現
尖
感
覚が
鋭
い
と
と

＼
＠
倒

人
的
野
心

同

t
l
創
刊ωγ
総
合化の試
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
引
な
か
っ
た。
冗
十三
年末大
平
内聞ができ
た
引
か

な
い
と
と

ー
な
ど
で
あ
る 。

号
し
ば
ら
く
前

ご
く 。
五
十三
年教
授1 目
、．
B

，、
ら 、
彼
の
研
究対象はm実
的政策
謀叫
に
向
か
っ

か
ら ＼
彼
らの
と
と
を 、
ひ
そ
か
に 、「

新潟
市諜」．

…

ζ
の
絞
阪
で
わ
か
る
よ
う
に 、
学
者
と
し
て
は
エ

て
い
く 。

自

と
呼
ぶ
と
と
に
し
て
き
た 。
も
ち
ろ
ん 、

－
E

1

1

…
リ
l
ト

そ
の
も
の
で
あ
え

断
瓜
尚一帆
と
い
っ
て
過

と
の
転
換
の
き．っ
か
け
と
な

り
た
の
は
前
首
相
・

‘い
え
る
よ
う
な
組
織
が
存
在
す
る・
わ
け
で
は
な
い 。

一
言で
は
あ
い

ー
し
か
し 、
思

想服 、
研
究
肢
の
簡
で

放
火

一翌年点
と
の
例

人
的
付
き
合
い

だ
っ

t
ょ
う
＼

あ
え
て
い
え
ば
一
種
の
ム
l
ド

で
あ

1
傾
向
で
あ

A h－－
…
は
m
純と
はい
え
ない 。
彼
は 、
京
大
教佼
に
なる
だ 0 ．
大
平は パ
彼と
二
人の
則
友
（
佐川開
誠三郎
・
る．。

、．

2 ．
…
ま
引
二
つ
のρ1
ドル

を
唱え
なけれ
ば
な
ら
な
か

京
大教
偶ほ
と香山
健一－
議長
大
学教岡山）
が
彼

公
文一は
乙の
守
派」
の
京鋲で
あ
る 。
大
平首相

－
一
っ
た。
．

，
・
γ一・

‘
を
大
平
に
引き
合
わ
せ
たの
だ
っ
た。
大
平
と三
人

の
急死
に
よ
り
「

新
現災
派」
は
政
織
の
中川悦
か
ら

…

ー一
は
マ
ル
ク
ス

経前
半

、
第
二
は
既
存
の
縦 一
捌

の
学
者
の
川
の信
州
関
係
は
阿付
か
っ
た 。
と
の
付
き

離
れ
た
け
れ
ど
も 、
政
織
が

れ
能
な

がー
を
い
1
1

…
り
の
社
会
科
学
の
体
系
で
あ
っ
た 。
第
二
の
ハ
1
ド

合
い
か
ら
生
ま
れ
出
た
の
が 、
火
平
首
似
の
私
的絡

で
も
放
っ
ぼ
ら
か
し
に
し
て
お
く
と
付
考
え
ら
れ
右

…
む
を
結
え
る
時バ
彼に
きっ
か
け
を
与え
たの
は
ポ
問機
関
「政
筑
研
究
会」
で
あ
る 。

・
．

九

一・ぃル
デイ
ン
グで
あ
る 。
彼の
訳し
た
『経
済
竿
を

政
策
研
先
会に
は
数
多くの
学
者 、
官
僚が
集め

将
米のζ
と
は
と
もか
くと
し
てべ
と
の
人
は

…
必仁
て』
は
二
時ト

経
済
学
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー

に

ら
れ
た
が 、
ゲ
核
と
な
っ
た
の
は 、

公
文
と

彼
の
盟

今 、
第
二
隊
測
の
専
門
零
封
と
し
て 、
裕
闘中
で
あ

る。

〈
文
中
倣
称
前町）

叩
も
な
っ
て
い
る 。

，

友
た
ち
で
あ
っ
た 。

’

e

d
．
，

一

第一一
の
ハ
1
ド

；
越
え
た
彼
は 、
い
く
つ
か
の
ハ

そ
の

中
に
は 、
竹
内
的
縦
〈日
路
大
教
窓 、
芯
水

（
が
論
家
・

森
田

実〉

l . 
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